
学校教育目標：心身ともに健康で、個性豊かな実践力のある子どもの育成 

 

 

 

 

 

 
年末年始を迎えて 

令和３年もあと残りわずかになりました。皆さんにとって、今年はどんな年だったでしょうか？ 

学校では、新型コロナウイルス感染拡大防止に関わって、学校行事をどのように通常に戻していくか

について、判断に迷う一年となりました。９月の緊急事態宣言からその解除、１１月からの感染者の

減少…等、報道をどう分析して行事を計画・実施していくかが難しかったです。今後、子どもたちの

安全を第一にしながら、活動の内容を増やしていければと考えています。そんな中、子どもたち発信

で、お楽しみ企画を考えて実施できたことは、とても良かったと思います。校長室に相談に来た６年

生の顔は輝いていました。これからも、「やるべきことに一生懸命」「進んであいさつ」「人も自分も大

切に」を心掛け、充実した学校生活を送れるよう、アイディアを出して工夫していける子がたくさん

出てくることを期待しています。 

年末年始を迎え、子どもたちにも、「行く年を振り返り、来る年に新しい気持ちで目標をもってほし

い」と思います。うまくいかなかったことは何度もやり直して改善していってほしいですし、うまく

いったことはどんどんできることを増やし、その質を高めていってほしいと思います。このようなこ

とを、新しい気持ちで考えられるいい時期だと思いますので、是非、ご家庭でも話題にしていただけ

れば幸いです。 

全校で作品鑑賞 
今年も文化祭は、新型コロナウイルス感染

拡防止のため内容を縮小し、１２／１６

（木）～１７（金）に「作品鑑賞デー」とし

て、図工の平面作品と書写作品を公開しまし

た。また、個別懇談の時にも、作品を見てい

ただきました。子どもたちは、１６日に学級

でまとまって、それぞれの教室や廊下に掲示

された作品を見て回りました。低学年の子た

ちは、上級生の作品を見て、その学年になっ

たらこんな作品に取り組むんだなと思いなが

ら、高学年の子たちは、下級生の作品を見て

「懐かしいな」とか「自分の時とちがうな」

とか思いながら、それらの作品を味わってい

たようでした。 
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タブレットを大切に使いましょう 

 冬休みに、タブレットを持ち帰る学年があると思いますが、タブレットはとても便利な学習ツールで

すが、精密機械であり、使い方を誤ると破損してしまうことがあります。大切に使うように、お家でも

声掛けや見守りをしてあげてください。 



食育研究会 
１１／２６（金）にオンラインで食育研究会を開催しま

した。本校は、校内研修のテーマを食教育と設定して２年

目、今年度は、伊勢市の「学校における食育推進のための

研究事業」の委託を受けて食育の研究を進めています。こ

の２年間は、新型コロナウイルス感染拡大によって、「生産

者と対面で直接話を聞く」「生産している場所を訪れて見

学・体験する」といった活動はあまりできませんでした

が、視聴覚機器やＩＣＴを活用することで学習効果の維持

を図りました。少しずつではありますが、児童の「食」へ

の興味・関心が高まってきているといえます。たくさんの

地域の皆様にご協力いただきましたことを心より感謝しな

がら、今後も研究を続けていこうと思います。 

 

児童会ピンクシャツ運動 
今年も、１１／２２（月）からの一週間、

児童会がピンクシャツ運動を行いました。最

終日には、児童会の役員さんが「たくさんの

人が取り組んでくれてありがとう」というお

礼といじめの無い学校にしていこうというメ

ッセージをお昼の校内放送で全校に送ってい

ました。 

 

冬休み閉校日の 
緊急連絡先のお知らせ 
１２月２８日（火）～１月４日（火）は、学

校に職員がいません。その間、命に関わること

等の緊急を要する事柄に限り、学校に電話して

もつながらない場合は、２２－７８８１（伊勢

市教育委員会事務局 学校教育課）にご連絡く

ださい。その際、学校名、 

学年、クラス、名前、 

内容、折り返しの連絡 

先を伝えてください。 

よろしくお願いします。 

保護者アンケートにご協力いただきありが
とうございました 
学校でも、今年度を振り返る時期となり、保

護者の皆様には、たいへんお忙しい中、学校ア

ンケートへのご協力をいただき、誠にありがと

うございました。保護者の皆様からのお声や児

童のアンケートをふまえ、来年度に向けて重点

的に取り組んでいく項目を設定していきたいと

思います（ただいま分析中です。年明けには結

果をお知らせしたいと思います）。 

保護者や地域の皆様におかれましては、来年

も引き続きご理解とご協力をいただきますよう

お願い申し上げます。 

お楽しみ企画 

１２月に入ってから、体育委員会と児童会が、別々

の機会に、みんなでドッジボールをしたりケイドロを

したりするイベントを企画してくれました。どちら

も、コロナ禍の中、様々なイベントがなくなってしま

ったことを受けて、感染症対策をしながらみんなで楽

しめることをしようと考え、計画・実施することがで

きました。 


